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宗む

な

 か
た像
・
沖
ノ
島
は
、
神
話
の
世
界
で
あ
る
。
宗
像
大

社
が
祀
っ
て
い
る
田た

心ご
り

姫ひ
め
の

神か
み

・
湍た

ぎ

津つ

姫ひ
め
の

神か
み

・
市い

ち

杵き

島し
ま

姫ひ
め
の

神か
み

の
三
女
神
は
、
母
で
あ
る
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み
の

神か
み

か
ら
、

「
玄
界
灘
に
降
り
立
ち
、
周
辺
海
域
の
守
護
神
と
な
っ

て
天
皇
の
統
治
を
助
け
る
よ
う
に
」
と
い
わ
れ
た
（『
日

本
書
紀
』）。
三
女
神
の
お
わ
す
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

沖
ノ
島
、
大
島
（
筑
前
大
島
）、
宗
像
本
土
の
田
島
で
あ

る
。
沖
ノ
島
に
は
田
心
姫
神
を
祀
る
沖お

き

津つ

宮ぐ
う

が
、
大
島

に
は
湍
津
姫
神
を
祀
る
中な

か

津つ

宮ぐ
う

が
、
田
島
に
は
市
杵
島

姫
神
を
祀
る
辺へ

津つ

宮ぐ
う

が
鎮
座
し
、
こ
の
三
宮
を
総
称
し

て
宗
像
大
社
と
い
う
。「
宗
像
大
社
」
と
い
う
ひ
と
つ
の

場
所
が
あ
る
の
で
は
な
く
、「
宗
像
大
社
」
は
三
宮
の
グ

ル
ー
プ
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
三
宮
の
位
置
関
係
も
興
味
深
い
。
沖
ノ
島
は
玄
界
灘

の
真
っ
た
だ
中
に
あ
り
、
陸
地
か
ら
六
〇
㌔
㍍
も
離
れ

て
い
る
。
六
〇
㌔
㍍
と
い
う
距
離
は
、
東
京
・
横
浜
駅

間
の
倍
で
あ
り
、
東
京
駅
か
ら
栃
木
県
に
も
達
す
る
距

離
で
あ
る
。
大
島
は
陸
地
か
ら
一
一
㌔
㍍
で
あ
る
。
し

か
も
三
宮
の
場
所
は
一
直
線
上
に
並
ん
で
い
る
。
実
態

的
に
は
、
沖
ノ
島
と
大
島
の
延
長
上
の
田
島
に
辺
津
宮

を
設
け
た
に
ち
が
い
な
い
。
軸
線
を
通
す
こ
と
は
、
寺

院
や
宮
殿
の
配
置
、
古
代
の
都
市
計
画
な
ど
で
も
お
こ

な
わ
れ
た
が
、
宗
像
大
社
の
場
合
は
離
島
と
本
土
と
の

間
で
お
こ
な
わ
れ
、
し
か
も
六
〇
㌔
㍍
も
の
イ
メ
ー
ジ

上
の
海
の
軸
を
通
し
た
こ
と
に
な
る
。
な
ん
と
も
雄
大

で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
神
社
の
配
置
計
画
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
三
女
神
の
姉
妹
関
係
と
配

置
関
係
、
そ
し
て
役
割
で
あ
る
。
長
女
の
田
心
姫
神
が
、

一
番
遠
く
て
条
件
の
厳
し
い
沖
ノ
島
に
配
置
さ
れ
、
海

上
に
発
生
す
る
霧
を
象
徴
し
、
次
女
の
湍
津
姫
神
は
、

中
間
に
位
置
す
る
大
島
が
選
ば
れ
て
、
激
し
い
潮
流
を

象
徴
し
て
い
る
。
末
女
の
市
杵
島
姫
神
は
、
一
番
年
下

の
ゆ
え
か
、
条
件
の
い
い
本
土
の
田
島
に
位
置
し
て
、

神
を
祀
る
行
為
の
象
徴
と
な
る
。
長
女
と
次
女
は
、
玄

界
灘
の
特
徴
を
あ
ら
わ
し
、
末
女
は
自
然
の
脅
威
を
敬

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
人
び
と
の
敬
意
の
念
が
な

く
な
っ
て
、
神
を
祀
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
自
然
が
猛

威
を
ふ
る
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
人
間
の
能
力
を

超
越
し
、
自
然
や
島
々
を
も
創
造
で
き
る
神
々
な
の
に
、

人
間
臭
さ
が
感
じ
ら
れ
る
の
も
興
味
深
い
。

　
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
の
記
述
は
冷
静
で
あ
る
。
遺

産
群
は
、「
四
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
に
お

い
て
、
大
陸
と
の
交
渉
に
際
し
て
航
海
の
安
全
祈
願
の

た
め
の
国
家
的
祭
祀
が
行
わ
れ
た
沖
ノ
島
と
、
祭
祀
に

関
わ
っ
た
古
代
有
力
氏
族
に
関
連
す
る
考
古
学
的
遺
跡

海
の
軸
と
海
の
道

宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群

伊
東 

孝

文
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宗像大社辺津宮の神門から拝殿を望む
1557年の火災で、本殿と拝殿が焼失。現在の拝殿は、1590年、筑前領主だった小早川隆景によって再建された。
横６間・入３間の切妻妻入り造り、単層杮葺（こけらぶ）き。国の重要文化財。

辺津宮境内にある高
たか

宮
やみ

祭場
宗像三女神の降臨地と伝えられる。沖ノ島と並び、全国でも数少ない古代祭場
で、祈りの原形を今に伝える。
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か
ら
」
構
成
さ
れ
て
い
る
。
顕
著
な
普
遍
的
価
値
は
、

「『
島
』
に
対
す
る
日
本
固
有
の
自
然
崇
拝
思
想
の
原
初

的
な
形
態
を
残
す
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
祭
祀
行
為
が
現

在
に
も
継
続
し
て
い
る
…
」
こ
と
に
あ
る
。

　
図
を
み
て
み
よ
う
。
瀬
戸
内
海
の
出
口
で
あ
る
下
関

か
ら
、
豊
か
な
文
明
の
大
陸
の
窓
口
で
あ
る
釜
山
へ
い

く
に
は
、
玄
界
灘
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
沖
ノ
島
を

め
ざ
し
、
対
馬
の
北
端
経
由
と
い
う
よ
う
に
、
目
標
物

を
目
で
見
な
が
ら
航
海
で
き
る
。
し
か
し
大
型
の
船
が

な
く
、
自
然
の
天
候
ま
か
せ
の
風
力
と
人
力
で
航
海
す

る
と
き
、
陸
地
沿
い
に
船
を
走
ら
せ
て
い
れ
ば
気
象
の

急
激
な
変
化
が
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
避
難
で
き
る
の
で
安

全
で
あ
る
。
海
を
わ
た
る
と
き
は
最
短
ル
ー
ト
に
限
る
。

そ
れ
ゆ
え
下
関
を
出
た
船
は
、
一
直
線
に
沖
ノ
島
を
め

ざ
し
た
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
辺
津
宮
の
あ
る
田
島
を

め
ざ
し
た
。
港
は
「
神

こ
う
の

湊み
な
と」。
こ
こ
か
ら
中
津
宮
の
あ
る

大
島
を
め
ざ
し
た
。「
神
湊
」
と
い
う
名
前
も
宗
像
大
社

に
由
来
す
る
。
大
島
か
ら
沖
ノ
島
ま
で
は
四
九
㌔
㍍
。

下
関
か
ら
一
気
に
い
く
と
八
三
㌔
㍍
。
海
上
の
距
離
は

四
割
も
削
減
で
き
た
。

　
建
国
直
後
の
大
和
朝
廷
に
と
っ
て
宗
像
地
方
を
経
由

す
る
海
上
ル
ー
ト
の
「
海
北
道
中
」（
朝
鮮
半
島
に
向
か

う
古
代
海
路
）
は
、
国
家
を
支
え
る
生
命
線
で
あ
っ
た
。

沖
ノ
島
の
祭
祀
は
、
国
家
を
あ
げ
て
の
海
上
航
路
の
安

全
祈
願
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
も
、
遣
唐
使
派
遣
の

停
止
と
と
も
に
終
焉
を
迎
え
る
。
だ
が
玄
界
灘
航
行
の

精
神
的
な
支
え
と
し
て
沖
ノ
島
信
仰
は
、
途
絶
え
る
こ

と
な
く
今
日
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事

例
は
、「
世
界
的
に
見
て
も
例
外
的
」（
文
化
遺
産
オ
ン

ラ
イ
ン
）
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
学
術
調
査
で
、

多
く
の
祭
祀
遺
物
が
出
土
し
、
約
八
万
点
が
国
宝
に
指

定
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
沖
ノ
島
は
「
海
の
正
倉
院
」
と

も
よ
ば
れ
る
。

　
沖
ノ
島
の
北
西
海
上
に
あ
た
る
対
馬
海
峡
の
東
水
道

は
、
近
代
史
の
舞
台
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
日

露
戦
争
で
日
本
の
勝
利
を
決
定
づ
け
た
日
本
海
海
戦
は
、

こ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
宗
像
市
の
隣
の
福
津
市
内
に
は
大
小
五
〇
〇
余
り
の

古
墳
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
玄
界
灘
に
面
し

た
市
北
部
に
広
が
る
標
高
五
〇
㍍
未
満
の
台
地
：
南
北

七
㌔
㍍
・
東
西
二
㌔
㍍
の
範
囲
に
は
、
五
世
紀
前
半
か

ら
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
古
墳
が
集
中
し
て
築
か
れ

て
い
る
。
津
屋
崎
古
墳
群
と
い
わ
れ
、
六
〇
基
の
古
墳

が
現
存
し
、
前
方
後
円
墳
一
六
基
、
円
墳
四
三
基
、
方

墳
一
基
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
広
い
入
り

海
に
も
面
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
古
墳
群
を
築
い
た
の

は
、
沖
ノ
島
祭
祀
と
の
関
わ
り
で
も
知
ら
れ
る
古
代
豪

族
「
宗
像
君
」
一
族
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
宗
像
一
族

は
ま
た
す
ぐ
れ
た
航
海
術
を
も
ち
、
大
和
朝
廷
の
大
陸

交
渉
に
お
い
て
も
一
翼
を
担
っ
て
い
た
。

　
新し

ん

原ば
る

・
奴ぬ

山や
ま

古
墳
群
は
、
津
屋
崎
古
墳
群
の
中
で
も

っ
と
も
密
集
し
て
い
る
古
墳
群
だ
。
東
西
約
八
〇
〇
㍍

の
台
地
上
に
、
前
方
後
円
墳
五
基
、
方
墳
一
基
、
円
墳

五
三
基
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
う
ち
四
一
基
が
現
存
し
、

津
屋
崎
古
墳
群
の
三
分
の
二
を
占
め
る
。
五
世
紀
前
半

か
ら
六
世
紀
後
半
に
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
。
現
在
で
は

土
が
削
ら
れ
て
円
墳
の
よ
う
に
な
っ
た
前
方
後
円
墳
や
、

道
路
工
事
で
削
ら
れ
た
古
墳
な
ど
も
あ
る
。
高
台
に
の

ぼ
っ
て
、
畑
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
新
原
・
奴
山
古
墳

群
を
一
望
す
る
と
、
古
代
人
の
空
間
体
験
を
追
体
験
す

る
よ
う
な
ロ
マ
ン
が
あ
る
。

新原・奴山古墳群の俯瞰景
左上部溜池を背景にこんもりとした森を形成しているのは、この古墳群の
中で最大の22号墳で、全長80mの前方後円墳。円墳の直径は15〜30ｍ。
右上奥にかすかに見える山影は、中津宮が鎮座する大島。

きれいに残る前方後円墳
新原・奴山古墳群の30号墳。全長54ｍ、５世紀中頃〜後半に築造された。古
墳の中には、国道495号線の工事で、古墳の一部が削りとられたものもある。

樹木で覆われた桜京古墳
古墳の状態は、さまざまである。写真のように墳丘の上に
樹木が生えたものもあれば、森林のように覆われたものも
ある。中には神社の奥の院として再利用されたものもある。

　
今
回
の
取
材
に
際
し
、
宗
像
大
社
お
よ
び
宗
像
市
の
ご
協
力
を
得

ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
最
後
に
な
る
が
、
五
カ
所
の
勝
手
連
的
な
遺
産
候
補
を
ふ
く

め
、「
世
界
遺
産
を
め
ざ
す
土
木
・
建
築
の
遺
産
」
を
一
五
回
連
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
で
一
区
切
り
で
あ
る
。
連
載
に
お
付
き
合

い
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

・『
宗
像
大
社
』
宗
像
大
社
社
務
所
、
平
成
二
十
三
年

・『
む
な
か
た
さ
ま
　
そ
の
歴
史
と
現
在
（
改
定
版
）』

　
宗
像
大
社
、
平
成
十
八
年
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